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 “卒ＦＩＴ”をどう迎えるか 経験・交流会に１９名 

  10 月 25日（日）2時から ぱれっとＪＯＹＯにて 

 ソーラーパネルの発電所所長さん集まれ！卒 fitで交流しましょうとの呼びかけに応えて、２５日に

会場のぱれっとに、城陽市内はもとより宇治や京都・京田辺から１９人の方々が集いました。コメン

テーターにはＰＶ-ネットの古市恵三さんをお迎えして、不安や経験、悩みなどを交流しました。 

開会にあたり古家野事務局長が「昨年１１月から卒fitの時期に入った。今年の総会でも論議

になり、会員さんからはいろいろな電話や訪問があり迷われているとも聞いている。日頃の疑問

や経験など出し合い交流してほしい。」と挨拶。 

杉浦副理事長が司会を行いました、その概要は次の通りです。 

＊発電所所長さんのお話 

・東日本大震災・福島原発事故を契機に２０１２年９月に取付。ソーラーフロンティア。発電実

績（2018実績）は５３０５kwh、自家消費は６８３Kwh、自家消費率は１２．９％。まもなく卒fit

を迎えるので蓄電池を設置しようか電気自動車にしようか迷っている。電気購入は生協のＣＯ2

ゼロの電気にした。 

・宇治に住んでいる、２０１３年２月に取付たので7年余。パネルはシャープ。売電価格は４２

円/kw。２０１４年から２０２０年にかけて、1日の内、最大発電量を見ると２５．２６kwhから

２４．１kwh にやや経年劣化しているのがわかった。取り付けから今日までのＣＯ2 の削減量は

石油に換算するとドラム缶にして約４０本分に相当する。また、売電収入・自家消費と設置費用

との関係では補助金もあり、７年でほぼ回収しているのではないかと思う。卒ＦＩＴを考える時

期に来ているので参加した。蓄電池か電気自動車を視野に入れている。 

・阪神大震災を契機に取り付けたので既に卒fit、とりあえずは８円/kwhで売電しているが、今

後どうしようかと考えている。パネルは京セラ。最近、２７枚のパネルのうち９枚に「トラブル」

が見つかった。当面は撤去して組み換えをするのか、どうかが課題になっている。 

・２０１２年７月に取付。これまでに凡そ５００

０kwh を発電、４０００kwh 前後を売電している

と思う。２０２２年には卒fitを迎える、ハウス

メーカーが１１円で買い取るとのことなので、そ

れもいいかと思っている。電気自動車も考えはす

るが、いつまで車に乗るのかを考えると迷うとこ

ろ。最近、再エネに逆風が吹いているように思う、

容量市場と言う再エネ分野には厳しい制度がは

じまった。また、東電の廃炉費用なども電気料金

に上乗せされている。 

・２０１３年７月に取り付けた、京セラ製。最近、

蓄電池の売り込みでいろんな業者から電話・訪問

がある。初期費用がすごく高い、どのように考えて対応したらよいのか、皆さんの声を聴いて考

えたいと思って参加した。 

・２０１３年４月に取付、シャープの製品。いろいろな情報を頂きたいと思い参加した。建築し

た住宅メーカーが卒fit電力を１１円/kwhで買い取るようなので、それも検討している。 

・２０１４年１月に取付、東芝の製品。福島の事故が起きるまでは深夜電力を使う契約をしてい

たがそれが原発由来と知り、切替と同時に太陽光パネルの設置を決めた。購入電気は新電力のル
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ープにしている。蓄電池ではいろいろな電話が来ている。来年から真剣に考えようと思う。 

・宇治に住んでいる、２０１６年９月に設置、屋根の関係で無理と言われ、一度はあきらめた。

しかし、市民発電の会に相談して海外のメーカー（インリーグリーン）を使うことによって可能

と分かり設置できた。卒 fit は先の事なのでまだ考えていないが、業者からの電話は沢山ある。

蓄電池は大切だと考えているので情報を仕入れていきたい。 

・京田辺市で仲間の家にパネルの取り付けを行い、みんなで応援している。我が家のパネルは全

量売電（fit期間20年間）なので、まだ少し時間に余裕がある状態。 

・２０１２年６月に取り付けた、昨年の発電実績は約５１００kw、買電は約３８００ｋｗぐらい。

最近、蓄電池関係の電話が多く困っている。話を聞くと値段が高く、設置しても投資額に見合わ

ないと思っている。 

・京都市から来た、原発の電気は使いたくないと思い、２０１２年１０月に取付、三菱製。 

・２００２年１２月に取付、京セラ製。最近パワコンが壊れた。新しいパワコンは少数以下第二

位まで表示されるので、見ていて楽しい。 

・原発の電気を使いたくないので取り付けた。蓄電池の電話は多くかかってくる。とりあえずは

勉強させてもらいたい。 

・２０１３年１１月に取付、時々はパネルを見てもらう方が良いのだろうか。蓄電池はどうしよ

うかと思うが、住宅メーカーが電力の買取もしているので検討の余地はあるかも知れない。 

・原発事故後に取り付けた、２０１３年９月、京セラ製。蓄電池は考えていない。家を建てたメ

ーカー電力の買い取りをしているので、その方向で考えている。 

・２０１９年７月に取付。動機は電気工事が趣味で家の裏でＢＢＱやコンロを、薪や炭から煙の

出ない電気にしよう３０００ｗまでのコンセントを取り付けて使用している。実績としては約４

６００kwh の発電に対して約５７００kwh の使用になっている。これからのこととしてオール電

化にするかガスを残すか考えている。卒fitはまだ先なので、まだ考えていない。 

 

◆古市恵三さんの話 太陽光発電ネットワーク 京都世話人 

固定価格買取制度の買い取り期間満了後の対応（いわゆる2019年問題）について 

〇 蓄電池はどんな役にたってどんな種類があるのか 

 太陽光発電のこれ以上の普及を阻むものは何か？と考えた時、電力の需要と供給のミスマッチ、

電気は貯められないと言う原則がある。蓄電池があれば太陽光発電の電気を余すことなく利用で

きるのではないか。つまり、余剰電力を蓄電池に吸収させる、災害時の備えを可能とする、夜間

に充電し昼に放電することにより電力負荷をピークシフト（電力需要ピーク時間帯をずらすこと）

する、また、平準化により電力負荷のピークカット（電力需要ピーク時の節電）をはかり、契約

電力を抑えることができる。このような効果が期待できる。 

〇 太陽光発電の発電単価と単独メリットについて 

 太陽光発電容量４．０kw、年間発電量１１００kwh/年/kw、などの条件では単価は１７．２７ 

円/kwhとなる。購入電力を２５円/kwhとした場合、メリットは年間３４０１２円となる。（ここ 

では固定価格買取制度によるメリットを除き、計算を簡単にするため発電の経年劣化を無視） 

〇 余剰電力を自家消費に変える方法 

 太陽光発電量の４０％を占めル１１時から３時の時間帯の電力消費量を増やす。例えば夜間電 

力で使用されているエコキュートを昼間に使用する。副次的に放熱時間の減少によりロスの減少、 

外気温が高い時の運転の方が、効率が良いなどで予想省エネ効果が１１％ある。現品のタイマー 

を昼間に設定しなおす場合、元へ戻る場合があるので業者へ変更可能かの検討依頼が必要。 

〇 固定価格買取制度が変わるかもしれない 

 現在のＦＩＴ制度は価格が一定で収入はいつ発電しても同じ。これをＦＩＰ制度に移行する動 

きがある。補助額（プレミアム）が一定で、収入は市場価格に連動する。需要ピーク時（市場 

価格が高い）に蓄電池の活用などで系統安定化を増やすインセンティブが出てくる。蓄電池の活 

用で市場価格の高い時に放電させて、これまでより直接的に系統の安定化につながる。 

〇 電気自動車：Ｖ２Ｈ（Ｖｅｈｉｃｌｅ ｔｏ Ｈｏｍｅ） 
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 電気自動車に充電し、その蓄電池から家庭に電力を給電するシステム。 

 充電には普通・倍速・急速の３種類がある。Ｖ２Ｈは最大出力が６kw で４０kwh なら７時間、

６２kwhであれば１０時間かかる。急速充電であれば最大出力が９０kwになるので、それぞれ２

７分・４２分と短縮されるが費用は

倍速の約５０万円の数倍、数百万円

以上になるのでインフラとしての

整備がされている途上、全国で７５

００台程度。 

 電気自動車は高価なので伸び悩

んでいるが街乗り（20ｋｍ/日）では

蓄電池は余りまくる、Ｖ２Ｈを設置

すれば家庭内消費に利用できる。こ

の有利さが理解されれば電気自動

車の普及がすすむとおもわれる。 

〇 卒 fit電気売電に対する蓄電池の経済性 

 蓄電池容量１０kwhを２００万円で購入した場合、毎月の電気代は1万円（400kwh×25円/kwh） 

として、卒fit買取単価を８円/kwと設定した場合、投資回収年は凡そ３８年となります。蓄電 

池寿命は１５年程度ですから投資は回収されません。 

〇 電気自動車とガソリン自動車の経済性比較 

 電気自動車とガソリン自動車の燃費（電費）比較をしてみると電気自動車は４．２円/ｋｍ、 

ガソリン自動車は１０．０円/ｋｍとなります。電気自動車は５．８円/ｋｍのメリットを得るこ 

とになります。年間走行距離を 1 万ｋｍとすれば５８０００円が毎年のメリットになる。また、 

太陽光発電（4.0kw）で電気自動車走行後の余剰電力の価値を加えるとさらにメリットはひろが 

ります。 

〇 ２０１９年問題（卒fit）にはどのように対応したらいいのか 

 卒fit後は卒fit前より収入減となる。社会貢献しながらこの収入減に対応できないか考える。  

必ずしも対応を急ぐ必要はない。自分で納得して決めるなど。 

・これらのことを念頭に置いて少し具体的な提案です 

 太陽光発電の余剰分を蓄電池で最大限活用するか？ 深夜電力を使っていた機器を太陽光発

電で使うか？ 災害・防災を重視するか？ 

・卒fit後の売り先の電力会社を決める考え方の一例 

 電力会社の決め方に指針はないので、好きな会社、応援したい会社、地産地消で日本や地方・

ふるさとの活性化に役立てる方法、再生可能エネルギー普及に役立つか？など環境破壊防止や地

球温暖化防止を応援するかどうかを軸に決めてはどうか。 

 蓄電池はいずれ必要なものとなると思います。これまで話したことが参考になればと思います。 

    ＊古市さんのレジュメを交流会欠席の太陽光パネル設置会員には同封していますので

併せてお読みください。また、関心のある方はご連絡下さい、送付します。 

              ＊文中のイラストは古市さんのレジュメより引用しました。 

 古市さんのお話の後、質疑・交流を行いました。（主な質疑など） 

ｑ；蓄電池の値段が高い、安くならないのだろうか。 

ａ；メーカーは安くなるとは言ってないですね。 

ａ；ゼロ円システムで蓄電池も対象にしている。5.6KW の事例を紹介している。支払期間のパタ

ーンも9年と5年の2通り対応しているので見ておいて欲しい。 

ｑ；エコキュートの分電盤の設置の方式は素人でも見分けがつくのか。 

ａ；業者でないと難しいと思う。  等々。 

 

 蓄電池設置について、多くのみなさんが電話や訪問を受けていることがわかりました。“あわ

てず対応することが大切”を学んだ交流会になったと思います。 
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日本政府 ようやく２０５０年カーボンニュートラル宣言          

世論に押され決定、しかし原発再稼働・新設も視野？核も化石燃料もゼロの世界へ力あわせよう 

１０月２６日に招集された第２０３回臨時国会で菅首相は温室効果ガスの排出量を２０５０ 

年までに実質ゼロにすると宣言しました。世界では１２０カ国が「５０年実質ゼロ」をすでに 

掲げており、遅きに失していると言わざるを得ませんが、世論や世界の潮流に押されてようや 

く「脱炭素」に踏み切ったことは評価できます。しかし、２０３０年政府目標との乖離は大き 

いものがあります。特にカーボンニュートラルを掲げて産業革新を強調、石炭火発については 

大気中に炭素を出さない技術を利活用「全廃と言うことではない」（梶山経産相 朝日）と述べ、 

欧州各国が既に全廃を掲げているのに比べ本気度が疑われる発言も出ています。さらに、原発 

の稼働については「最大限活用する」（梶山経産相 朝日）と発言、「まだ信頼を取り戻せていな

い」としつつ、再稼働・新規建

設にまで視野を広げているこ

とをうかがわせる事態です。  

 日本原子力産業協会はさっ

そく２６日付で「脱炭素社会の

実現に貢献する原子力の価値

について国民の皆様にご理解

を深めていただけるよう努め

てまいりたい。」と声明を発表

しています。今の世代だけでな

く将来の世代に禍根を残して

いる原子力発電をゼロにして、

再生可能エネルギーでカーボ

ンニュートラルを実現する運

動が一層求められています。 

 

 朝日2020/10/27付より 

 

核兵器禁止条約、来年1月 22日に発効 核兵器、終わりの初めへ 

 核兵器をなくしたいとの世界の思いが実を結びました。ホンジュラスが１０月２４日に国連に

批准書を提出したことで、発効に必要な要件５０の国・地域をクリア、来年１月２２日に核兵器

は違法だとする条約が成立しました。しかし、唯一の戦争被爆国・日本政府はこの条約に背を向

けています。 

 原水爆の核も、原子力発電の核もともに無くしていく運動を強めていきましょう。 

 

  白熱電球とＬＥＤ電球の無料交換会、来年２月に開催企画中 

 使用中や点かなくなった白熱電球とＬＥＤ電球の無料交換会の企画が進行中です。日時は２月

１４日、場所は文化パルクを予定しています。「２０５０年カーボンニュートラル」を日本政府が

やっと宣言しました。家庭でも省エネ推進の契機にしてもらおう、との思いでの企画です。 

詳しくはニュースやチラシ、ホームページでお知らせします。 

 

本会のＱＲコードです。スマホなどをかざすと本会ホームページを閲覧すること

が簡単にできます。お試しください。 
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